[image: image1.jpg]ISB ke

Institute of Social Business




（社会的企業育成支援事業コンソーシアム／社会的企業人材創出・インターンシップ事業）

東京地区　Enhanced Program / 情報メディア クラス

研修生　募集要項

　この要項は、社会的企業育成支援事業コンソーシアムが実施する社会的企業育成支援事業のうち、社会的企業人材創出・インターンシップ事業として実施する研修プログラムの東京地区／Enhanced Program 情報メディア クラスに於ける研修生の募集に関して必要な事項を定めたものです。東京地区に於ける研修プログラムの受講を希望する方は、この要項に従って研修の申込を行ってください。
【研修の対象者・応募資格】

　自身の情報メディア分野に於ける関心や能力を活かして社会的企業の育成支援に貢献しようとする方。また、その能力を活かし社会に於ける課題を解決していきたいと考える方。

　公民連携・公共サービス改革分野を中心とした社会的企業に対して自らの専門性を活かした育成支援の活動を行うことに強い関心を有し、このことを通じて地域社会雇用の創出や社会課題解決に貢献しようとする社会人及び学生のうち、健康状態が良好であって、研修の全課程を受講・修了する意思を持ち、かつ社会的企業育成支援事業コンソーシアムの東京事務局が受講するにふさわしいと認めた方とします。

　なお、内閣府／地域社会雇用創造事業の他の実施機関が運営する人材育成プログラムを既に受講したことがある方は、本プログラムを受講することはできません。また、本プログラムを受講された方は、今後、他の実施機関が運営する人材育成プログラムを受講することが出来なくなりますのでご注意下さい。他の実施機関が運営しているプログラムについては地域社会雇用創造事業のウェブサイトをご確認ください。

地域社会雇用創造事業のウェブサイト　http://www.chiikisyakai-koyou.jp/
【募集期間】

2011年6月13日〜22日

· 定員に達し次第、順次〆切とさせて頂く場合がありますので、お早めに申込下さい。

【開催期間】

2011年7月1日〜9月30日

【募集・選考方法】

　受講を希望される方は末尾の「研修申込書」に必要事項を記入して、東京事務局まで郵送・FAXまたは電子メールによりお送り下さい。東京事務局に於いて書面審査を行い（※）、受講の可否を決定の上、６月２７日までに順次電子メールにより応募者に連絡します。

· 事務局内での書面審査で別途面談が必要と判断した場合は、面談をさせていただくこともございます。その場合の詳細は別途ご案内差し上げます。

なお、社会的企業育成支援事業コンソーシアムの構成員及びコンソーシアムと連携・協働する団体からの推薦がある場合には、「研修申込書」と併せて推薦元の「研修生推薦書」を提出ください。

お申し込み・問い合わせ先：東京事務局（株式会社地域協働推進機構）

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-13-11 co-lab 4F 千駄ヶ谷コモンズ

TEL: 03-5843-6721  FAX: 03-5843-6722  E-mail: i-sb.apply@coco-on.jp
【研修プログラムの概要】

　研修は①講義、②プレゼンテーション形式等を組み合わせて実施します。

	研修区分
	概要

	講義
	講義

（原則として毎週金曜日開催）
	1 オープニングガイダンス

2 情報メディアに専門性を持つ、クリエイター、社会起業家や専門家による各研修テーマに沿った事例発表、課題提示

	
	特論（不定期）
	①クリエイター、社会起業家や専門家による各研修テーマに沿った事例発表

	
	その他
	1 社会起業家や専門家等や事例研究を元にしたディスカッションなど

2 公民連携や公共サービス改革、社会起業家のプレゼンテーションを収録したオンライン講座の受講

	演習
	プレゼンテーション
	①各受講生による課題解決プレゼンテーション

	
	ワークショップ
	①参加者同士の相互交流セッション

	実地訓練
	課題制作
	①提示課題及び自由課題への解決案の作成

	
	報告会・修了式
	1 課題への解決法プレゼンテーション

2 修了式


· 研修内容の詳細については、ウェブサイト（http://i-sb.org）を参照下さい。

【研修の流れと研修テーマ】

　当プログラムは以下の研修テーマ（社会課題）に関し、情報メディアの観点から解決方法を模索します。

1 情報メディアに関する分野の専門性を有するクリエイター、社会起業家、専門家による研修テーマに沿った事例発表、プレゼンテーションの受講。

2 公民連携手法、公共サービス改革、各社会課題に対応した社会起業家のプレゼンテーションを収録したオンライン講座の受講。

3 受講生は参加申込時に選択した下記の研修テーマ（社会課題）について、自身の技能、知識を活かした解決方法を提案・プレゼンテーションして頂きます。

4 課題解決の方法等について、各講座の実施後に中間発表を行って頂くとともに、オンライン上での意見交換等を行います。

	研修テーマ
	①介護・高齢者福祉関連サービス

	
	②障害者自立支援関連サービス

	
	③脆弱階層に対する生活支援・生活保護関連サービス

	
	④子ども・子育て支援関連サービス

	
	⑤農業ビジネス・農業関連サービス

	
	⑥環境ビジネス・環境関連サービス

	
	⑦若者自立支援・就労関連サービス

	
	⑧起業支援・産業振興関連サービス

	
	⑨商店街再生・まちづくり関連サービス

	
	⑩その他（防災、教育、スポーツ振興など）


【修了要件・修了評価】

　研修の修了生は（原則として）研修期間中に研修の終了に必要な単位を取得する必要があります。なお、各単位内訳は以下となります。

	講義・演習
	各2単位（計12講義以上）

	課題提出
	各30単位

	中間報告、レポート作成
	10単位

	最終成果報告会
	8単位

	実地演習等
	最終課題レポートの制作時間に準じて単位を付与


【研修時間】

　研修時間は原則として下記の時間帯となります。特論やその他イベント等は他の曜日になることがあります。

	毎週金曜日（お盆時期を除く）
	原則として19:00〜21:00


【研修会場】

　研修は、原則として下記の会場にて実施します。

　千駄ヶ谷コモンズ（Workshop Studio）

　東京都渋谷区千駄ヶ谷1-13-11 co-lb 4F

　※ 実地訓練、その他イベント等は会場が変更になることもあります。

【研修費用】

　研修費用は無料です。

　但し、研修や実地訓練の会場までの交通費等、懇親会、パーティーへの参加や受講生同士で任意にプロジェクトを実施する場合などの費用は自己負担となります。

【募集費用】

　研修生の募集人数は30名を定員とします。

【研修の修了評価・フォローアップ方法】

　研修の修了評価は、設定された必要単位の取得に加え、課題提出等の内容をコーディネーターならびに担当プログラムオフィサーが総合的に勘案し、これを実施します。

　なお、研修中のフォローアップについては所定時間の範囲に於いてコーディネーターならびに担当プログラムオフィサーが連携してこれを実施します。

【活動支援金】

　研修の修了生が一定の資格条件を満たす場合、活動支援金を支給（833円／単位　×　取得単位数で計算）。

　その他、活動支援金の支給に関して必要な事項については実施要項をご確認ください。

【修了後のフォローアップ方法】

　全課程の研修修了者に対しては修了証を授与し、日本サードセクター経営者協会（JACEVO）の奨励会員の資格(研究会やセミナー等に優待価格で参加することが可能)を付与するとともに、オンライン交流ネット ワークを通じた相互研鑽の場を通じて継続的な育成・交流を図り、社会的企業等への定着に向けたフォロー アップを行います。

　なお、研修生は研修の終了後 3 年間については、事務局がメール等により配付するアンケート等に回答することで、自身の起業・就業状況等に関して報告する義務を有するものとします。

　以上の他、社会的企業人材創出・インターンシップ事業の詳細については実施要綱をご参照下さい。
